
ユネスコ評価機関が「登録」

日本酒造りの伝統を守り継ぐ高天酒造の酒蔵

「
伝
統
的
酒
造
り
」

…
形
文
化
遺
産
へ

文
化
庁
は
5
日
、
政
府
が
国

連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ

ス
コ
）
の
無
形
文
化
遺
産
に
再

提
案
し
て
い
た
「
伝
統
的
酒
造

り
」
に
つ
い
て
、
ユ
ネ
ス
コ
の

評
価
機
関
が
「
登
録
」
を
勧
告

し
た
と
発
表
し
た
。
1
2
月
2
～

7
日
に
パ
ラ
グ
ア
イ
で
開
催
予

定
の
政
府
間
委
員
会
で
正
式
決

定
さ
れ
る
見
通
し
。

阿
部
俊
子
文
部
科
学
相
は
5
日

の
閣
議
後
記
者
会
見
で
、
「
伝
統

的
酒
造
り
は
わ
が
国
の
大
切
な
文

化
で
、
勧
告
は
大
変
喜
ば
し
い
こ

と
。
引
き
続
き
登
録
に
向
け
、
最

善
を
尽
く
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

伝
統
的
酒
造
り
は
、
こ
う
じ
菌

を
用
い
、
日
本
酒
や
焼
酎
、
泡
盛

な
ど
を
造
る
技
術
。
登
録
さ
れ
る

と
2
0
2
2
年
　
の
「
風
流
踊
」

以
来
で
、
日
本
の
無
形
文
化
遺
産

は
2
3
件
目
と
な
る
。

文
化
庁
に
よ
る
と
、
伝
統
的
酒

造
り
は
5
0
0
年
以
上
前
に
原
型

が
確
立
し
、
日
本
各
地
の
気
候
圃

土
に
応
じ
て
発
展
。
枇
応
や
男

ら
が
製
造
し
た
酒
は
、
儀
式
や
祭

礼
行
事
な
ど
日
本
文
化
の
中
で
不
－

可
欠
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と

いう。

の
継
承
に
つ
い
て
は
、
「
登

よ
り
人
々
が
そ
の
土
地
に
横

雛
関
配
を
よ
り
大
切
に
し
、
地

て
守
り
続
け
て
い
く
よ

登
録
件
数
の
多
い
日
本
の
審
査

は
実
質
2
年
に
1
度
で
、
2
2
年
に

提
案
し
た
が
審
査
が
見
送
ら
れ
、

2
3
年
に
再
提
案
し
て
い
た
。

「
日
本
酒
に
世
界
注
目
」
認
諾
勧
鮎

「
伝
統
的
酒
造
り
」
の
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
へ
の
登
録
勧
告

を
受
け
、
多
く
の
酒
蔵
が
あ
る
諏

訪
地
方
か
ら
も
喜
び
や
期
待
の
声

が
上
が
っ
た
。

県
酒
造
組
合
会
長
で
宮
坂
醸
造

（
諏
訪
市
）
の
宮
坂
直
孝
社
長
は

「
日
本
酒
へ
の
注
目
が
世
界
各
国

か
ら
集
ま
り
、
さ
ら
な
る
輸
出
拡

大
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
」

と
展
望
し
た
。
「
組
合
を
挙
げ
て

国
内
需
要
や
輸
出
の
拡
大
、
イ
ン
、

バ
ウ
ン
ド
へ
の
取
り
組
み
に
力
を

入
れ
て
い
る
中
で
強
力
な
武
器
に

な
る
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。
伝
統

弓
果
し
た
い
」
と
述
べ
た
。
と
う
じ

∵
高
天
酒
造
南
谷
市
）
の
杜
氏

∵
高
橋
美
絵
さ
ん
（
4
3
）
は
「
昔
か
、

患
引
き
継
が
れ
て
き
た
日
本
の
伝

廟
が
世
界
に
認
め
ら
れ
た
証
し

で
、
酒
造
り
に
携
わ
る
者
と
し
て

う
れ
し
く
思
う
」
と
し
、
「
ワ
イ

ン
や
ビ
ー
ル
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
酒

に
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
が
あ
る
が
、

水
と
米
だ
け
で
造
る
日
本
酒
に
は

台
本
酒
の
良
さ
が
あ
る
。
近
年
『
日

本
酒
離
れ
』
と
言
わ
れ
る
が
、
若

／
者
も
首
本
酒
の
良
さ
に
気
付
い
て

ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

宅
　
　
　
（
林
駿
汰
、
浜
武
司
）


